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ア メ リ カ の 保 育 ：方 法 史 の 研 究

　　　　　　　
一幼 児学校の 場合

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 米 村佳 樹

　 　 　 　 　 　 　 　（四 国 ki期 大学部 ）

ユ，は じ め に

　 182G 年代 後 半 か ら
．
1830 年 代 に か け て 幼児 学校 が イ

ギ リ ス か ら ア メ リ カ合衆 国の ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク や フ ィ ラ デ ェ ル フ

ィ ア s ボ ス ト ン な ど の 都 市に 導 人 ・
展 開 され た 。 本 発表 は、

ア メ ：）力 合衆 国 の 幼児 学校 に お け る 保育 方法 を明 らか に す る

こ と を 目的 と して い る 。 Americall 　 Journal

　 of 　Eaduca し ［ on （1826 年，創 刊） は 、イ

ギ リ ス の ウ ィ ル ダー
ス ピ ン

．
や W ．ウ ィ ル ソ ン 、 D ．ゴ ィ ダー

の 幼 児 学校論 の 抜粋 と幼 児学 校の 実際 の 紹 介、ペ ス タ 囗 ッ チ

の 幼 児教 育論 の 掲 載な ど を 通 して ア メ リカ の 幼児 学校運 動 の

展開 に 大 き く貢献 した。こ れ らの 幼 児 学校 の 理論 と実 際 に 関

す る 情 帳や ア メ リ カ の 各 都 市 で 発行 された 幼児 学校 の 手引 書、
英 米の 幼児 学校 の 見 学 は、教 師に とって 何 よ りの 拠 り所 で あ

った。以 下、ニ ュー
ヨ
ーク や フ ィ ラ デ ェ ル フ ィ ァ 、ボ ス ト ン

を 中心 に 、こ の 教 育 雑誌 や 女性 雑誌
“
Ladies

‘
Mag

azinc
”
、幼 児 学 校協会の 年報、手引書 などを 尹掛 か り

に 当時 の 幼児 学校の 実際、特 に その 保 育 方法 を 究 明 す る。
2 ．幼 児 学校 に お け る保 育 の 実 際

　 幼 児 学 校 は、都 市化や 産 業 化 の 進 展、移 民の 増 加 な ど を背

景 に 発生 して い た 貧 困や 犯 罪 を 予 防 し、そ の 大 きな 原 因 と さ

れ た 無 知 や 悪 徳 を 克服 す る た め に ． 貧 因 な働 く母 親の 幼 児 を

対 象 に 設置 され た。そ れ ぞ れ の 幼児 学校 で は、敬虔 な男性あ

る い は 女 性 の 教 師の ト
．
で 、幼児 の 能 力 に 適 合 した 有 用 な 知識

の 教 授 と キ リ ス ト教 に 基 づ く道 徳的教 育 が 試 み ら れ た。
　（1） ニ ュ

ー・ヨ ーク

　
＝ ユー

ヨ
ー

ク 市幼 児 学 校 協会 は 、1827 年 7 月 16 鬥に

第
一

幼 児 学 校 を キ ャ ナ ル 通 りに あ る長 老派教 会 の 一．・階 に開 設

した。初年 度 に 170 名 の 幼 児 が 登 録 され、一二人 の 女教 師 の

下 で
一一U 平 均 60 〜100 名 が 学 ん だ 。 協会 の 会長 に就 任 し

た 慈 善家ベ ス ーン 女 史 は．ウ ィ ル ダース ピ ン の 幼 児 学 校 の 理

論 と実践 を ニ ュ
ー

ヨ
ー一

ク rliに 導 入す るの に 積極 的 で あ った。
イ ギ リ ス の プ リ ス ト

ール の ハ
ー

レ氏 と交 際が あった彼女 は、
彼 か ら幼 児 学 校 に 関す る 論 文や 著作 を送付 し て もらい 、18
27 年 に 『幼児 教育 一

生 後 ⊥ 8 カ 月か ら 7 歳 ま で の 貧 困 な 幼

児 を 教育 す る 重 要 性 に 関 す る 考察 』 と 題す る 幼児 学校 の 乎 引

き を 出 版 し た。こ の 手 引 きは 、イ ギ リス の ゴ イ ダーの 著 作 の

抜 粋 を 加 え、ウ ィ ル ダー
ス ピ ン 『貧 民 幼 児 を 教育す る重 要 性

に っ い て 』　（1825 ） を 手短 に 縮 集 した もの で あ った 。

　エ ユー
ヨ
ー

ク市 で は、そ の 他 に 、『幼児 学校 と賛 美歌』

（1828 ） や r幼 児学校 の 文法 』 （1832 ） r幼児 学 校

の 入 門 書』　（1834 ） と い った、よ り具 体的 な 手 引 書 が 発

行 され た。　『幼 児 学 校 と 賛美歌』 は 、イエ ス ・キ リ ス トに つ

い て の 賛 美歌、祈 り と 賞賛 の 賛美 歌、道 徳 の 歌 な ど が 載 せ ら

れ て い た。い ず れ の 賛 美 歌 も、幼 児 に 平 易な 主題 を与 え る も

の が 選ば れ た 。教 師 に よ っ て 賛美 歌 に あ るす べ て の 単 語 は 説

明 さ れ、一
行 ご と 読 ま れ、幼 児 に 答 え を 考 え させ 、発 見 させ

た。こ の 手引書 は、 「幼 児の 精 神 を発 達 させ ず に 、記 憶を 教

義 問 答や 、テ キ ス ト、賛 美歌 で 積 み 込 む 占 い 計 画 は、洪 水 と

風 が そ れ を 襲 う と壊 れ る 砂 上 の 楼閣 で あ る 1 と説 い て い た。

　 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク 市幼児 学校 協会 報告 （1828 ） は、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク
．
市 の 幼 児 学 校 の 実 際を 次 の よ う に 記 述 して い る。 「5

カ 月 な い し6 カ 月 とか な り 定期 的 に通 って い た 3 − 6 歳児 の

ほ とん ど は、黒 板 の レ ッ ス ン を 読ん だ り、綴 っ た り す る こ と

が 出 来 る 。ま た 多 くの 幼 児 は 聖 書 の 教 え を 読 み 書 き 出 来 る し、
算術 表 を 繰 り 返 した り、計 算 盤 と レ ッ ス ン 板で 足 し算、引 き

算、掛け 算が 出来 た。創 造 か らイ ス ラ エ ル の 子 ど も た ちの 出

国 ま で の 聖 書 の 歴 史 、キ リ ス ト生 誕 と そ の 歴 史 の
一

部、十戒

を よ く知 っ て い た。そ して 、彼 らは 多 くの 賛 美歌 と教 訓 的 な

歌 を繰 り返 し歌 う。彼 らは 絵 に よ っ て 例 示 さ れ る 動物 の 自然

史 に 関す る 知 識を もち、様 々 な 道 徳的教 え を分析 し、文 法 に

関 す る い くっ か な 知 識 を 持 ち 始 め る。こ れ らす べ て の 教 授 は、
知 覚 で きる 事物 と活 動 に よ っ て 例 示 さ れ る 」 と。
（2 ） フ ィ ラ デ ェ ル フ ィ ア

　 M ．カール 尊師 は、1824 年 2 月に ロ ン ドン に 滞在 し、
ス ピ タ ル フ ィ

ー
ル ズ幼 児学 校 な ど を訪 問 し、帰 国 後 、フ ィ ラ

デ ェ ル フ ィ ア で 幼 児学 校 の 普及 に 尽 力 した。カ
ー

ル 尊師 らの

努Jjが 実り、］ 827 年 10 月 1 日 に チ ェ ス タ
ー

通 りに あ っ

た 公 立学 校 の 一室 を借 りて 、イ ギ リ ス の 幼児 学 校を モ デ ル に

した フ ィ ラ デ ェ ル フ ィ ア 最 初の 幼児 学 校が E ．ベ ー
コ ン の 監

督の
．
ドに 開設 され た。1．828 年 2 月 に は、男 女の 教 師が 生

後 j8 か 月 か ら 6歳 ま で の 212 名 の 幼児 を 世話 し た。

　 フ ィ ラ デ ェ ル フ ィ ア で 発行 された教 師用 の 手 引き、r幼児

滷 養 論』　（1828 ） は、ス ピ タ ル フ ィ
ール ズ 幼児 学校 で 採

用 さ れ て い る教 授 コ
ース の 紹 介 に 加 え て、べ 一

コ ン の 手 引 き

の 抜 粋 を掲 載 した 。
べ 一

コ ン 『幼児 学校 教師 の 手 引 き』　（1

829 ） に よれ ば、幼児学 校 の カ リキュラ ム は、算 術、歌、
ア ル フ ァ ベ ッ ト、綴 り方、読 み 、 マ

ーチ ン グ、遊 び、聖 言 物

語、自然 史、地理 、 幾何学 に よ っ て 構成 され た。こ の 手 引 き

に は、月曜 冂 か ら
．
ヒ曜 日 まで の 時間割 が 15 分 ご と に 例 示 さ

れ て い た （別紙 表 1参 照 ）。例 え ば、月 曜 日 の 午前 9 時 30

分 （午 後 2 時 30 分） か ら午 前 9 時 45 分 〔午後 2時 45 分 ）

は、  歌唱 あ る い は ア ル フ ァ ベ
ッ トを 繰 り返す （手 引 き 第

一

章 、練 習課題 第一を 参 照）、  算 数 フ レ ーム に よ る 加算、 

第一ク ラ ス の 男子 は 読 み 方で あ った D こ れ らの レ ッ ス ン は、
階 段 状 の 大 教 室 あ る い は．．

．
tっ の 教 室 （別紙 の 図 1 参照 ） で 教

授 さ れ た。体 罰は 禁 止 さ れ た。

一348一
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　方法 と して 、省 略法 や 分 析法、問 答 法 、実 物教授 な ど が 奨

励 さ れ た 。
モ ニ ト リア ル 法 は 機械 的な 部 分に の み 使 用 す る。

省 略法 と問 答 法 に よ る 教 授 の 実例 を示 す と、次の 通 り で あ る 。

省 略 法 は、単語 か ら 文字、あ る い は文 か ら 単 語 を省 略 して 、

幼 児 が 推 理 と判 断 の 能 力 を 働 か せ る こ と を 意図 した もの で あ

った 。例 え ば、 「
．
単 語 に お け る 文 字の 省 略 」 で は、幼 児 が よ

く知 って い る 名 詞 や 動詞 な ど の 単藷 を選 び、最 初 と最後 の 文

字 を文字 の フ レ ーム の 中 に 置 き、間 に 空 白 を 残 す。そ して 、

幼 児 た ち に 適 当 な 文字を 考え さ せ る 。例 え ば、The 　 A …

e 、C …s　 give 　 milk ．自然 史 や 幾 何 学 の 教 授 は

問 答 法 に よ って 行 な わ れ た。階段教 室 に 座 って い る幼 児 の 前

に 牛 の 絵 が 貼 っ て あ る黒 板 が 置 か れ る。教師 は 指示棒 で 牛 を

指 して こ れ は 何 か と問 う。幼 児 は 牛 で す と答 え る。教 師 は 牛

は有 用 な 動物 か と 問 う。 幼 児 は 牛 の す べ て の 部分 は 有用 で す

と 答え る。教 師 は 牛 は 何 に 役立 つ か と 問 う。幼 児 は バ タ
ー

と

チ ーズ を 作 る た め に と答 え る。こ う い う貝 合 に して 幼児 は 羊、

馬、ロ バ 、ウ サ ギ、豚、犬 な ど を 認 識 して ゆ く。

（3） ポ ス ト ン

　 ボ ス トン 市 で は、す で に 1828 年 に 4歳 か ら 7 歳 まで の

子 ど もた ち に 57 校 の 無償 の 公 立初 等学校 が 設 置 さ れ て い た。

そ れ ゆ え 、ボ ス ト ン の 幼 児 学 校 は 18 カ月 か ら 4 歳 ま で の 幼

児 を受 け 入 れ た。幼 児学校 は 、午前 8時〜午前 9 時 か ら午 酸

5 時 頃 ま で 開 か れ 、毎 朝 の お 祈 り ・賛美 歌 で も っ て 始 ま る こ

と が 定め ら れ て い た 。幼 児 学校 は 、初 等 学 校 の よ う に
．一一

日 6

時 間、幼 児 を 椅子 に 釘づ け に せ ず に 、適度 に 休 息や 遊 び を 取

り入れ た り、歌唱 や 行進 ，拍 手 な ど を 巧 み に 利 用 して い た 。

　 ボ ス トン の ベ ッ ドブ t 一ド通 り に あ っ た 幼 児 学校 に は 18

30 年度 に 幼 児学 校 シ ス テ ム を 目分た ち の 町 に 導 入 し よ う と

州 の 各地 か ら 20 名の 若 い 女 性が 訪問 し、2 、3 測 間滞在 し

た と い う。幼 児 学 校 の 訪 問者 は、そ の 時 の 様 チ を 次 の よ う に

述 べ て い る。 「幸 福 と と もに 彼 らの 秩 序を もた ら して い る歌

唱 の 人 変
．
重 要 な 効 果 は顕 著 に 明 白 で あ る。退 屈 さ、あ る い は

油 断 の 徴 候 が 現 れ る 時 は い つ で も、彼 らの 根 気 よ い 教 師 は簡

単 な 歌 の 鮗 を 打 ち さ え す れ ば よ い 。そ うすれ ば、小 さ な 楽団

は 即座 に 十 二 分 に 喜 び に 満 ち て 合唱 す る。全 て の 目 は輝 き、

顔 は に こや か で あ る。…
子 ど も た ち は 休息後、椅子 に 戻 る よ

うに 言 わ れ た 時 もs 次の よ う に 歌 い な が ら遊 び場か ら行進 し

て き た。　
“
We

’
1 旦　 9Q 　 to 　 our 　 places ．

　 And 　makC 　 IIo 　wry 　 「 aces ，But

Say 　 all 　 our 　 lessons 　 distiTlc

tly 　 and 　 sIow
”
．この よ うに 責務 を楽 しみ に す

る こ と は，教育 の 最 大の 勝 利 で あ る 」 と、，

3 、幼児学 校 に 対 す る ペ ス タ ロ ッ チ幼 児教育思 想 の 影 響

　 ペ ス タ ッ チ の 幼 児教 育思想 は、イ ギ リス の 幼児 学校 と い う

形態 を 通 して の み な らず 、 直接 的 に ア メ リ カ合 衆国 に 導入 さ

れた。す な わ ち、W ．　 C ．ウ ッ ドプ リ ッ ヂ の 熱 意 に よ って ペ

ス タ ロ ッ チ の 『幼児教 育 の 書簡』 の 英 訳 （1827 ） と 『ペ

ス タ ロ ッ チ教 授 の 原理 と方法亅　（1829 ） と 題す る 論 説が

ア メ リ カ教 育雑 誌 に 掲 載 さ れ、ア メ リ カ の 幼 児教 育 論 が 紹 介

さ れ た。同誌 に 掲 載され た 論稿 1
．
幼 児学 校 に 関 す る 所 見」

（1829 ） も、　「幼 児 学校 で 採 用 さ れ て い る 教 授 シ ス テ ム

は 12と して 教 膏 の 最 も早い 段階 で 適用 され た ペ ス タ ロ ッ チ 方

法の 写 しで あ る 1 と 評価 して い た 。

　特 に ボ ス トン で は、 「ア メ リカ の ペ ス タ ロ ッ チ 」 と称 され

た 八．オ ル コ ッ トが ペ ス タ ロ ッ チ ．E義 の 幼 児教 育論 を 展 開 し

た。オ ル コ ッ トは、1828 年 6 月 に ボ ス トン に 開 設 され る

予定 の 最 初の 幼 児学校 の 教 師 と して 3 カ 月聞、就 任 す る よ う

に 要 請 さ れ、そ の 準 備 の た め に ニ ューヨ ーク市 と フ ィ ラ デ z

ル フ ィ ア に 2週聞 滞在 L 、幼 児学校 を訪 問 した。だ が、そ こ

で 彼が 目撃 し た もの は、 「あ ま り に 機械 的 で 宗派的 な 」プ ロ

ゲ ラ ム で あ り、 「貧 しい 家 庭の 子ど も た ち が カ ル ビ ン の 理 論

を 吸 い 込 む こ と に よ
一
〕 て 長 老 派協 会の た め に 仕 込 まれ る 正 教

的 信 仰 の 機関 亅の プ ロ グ ラ ム で あ った。幸い 彼は そ こ で M ．

カ
ー

リか らペ ス タ ロ ッ チ の 信 奉者で あ っ た 」．P ．グ リ ーブ

ズの
“
Exp 。 sisi ・ n ・ r　 the 　 I’rinci

ples 　or 　ConductLng 　lnfanl 　E

ducation
”

な どを贈 ら れ た g ポ ス トン に 戻 った オ ル

コ ッ 1・は、1．828 年 6 月 23 日 に サ
ー

レム 通 り に 幼 児学 校

を開設 しtL。17 名の 幼 児が 入学 した 幼 児学校 で 、彼 は採 用

さ れ た 女 教 師 と助 手 と と も に 独 自に プ ロ グ ラ ム の 考案 に 取組

ん だ。彼 は、1830 年 に 『幼児 教育 の 原理 と方 法 に 関 す る

所 見』 と題 す る論 説 を 発 表 した が、そ れ はペ ス タ ロ ッ チ の 教

育思 想 の 影 響 を色濃 く感 じさ せ た v 彼の 幼 児 教 育論 で 注 目さ

れ る の は、合 自然 の 教 育 や 調和 的 な 発 達、夷物 教授 と と も に、

幼 児の 自己 活 勤、遊 びを 轣視 した こ と で あ る。オ ル コ ッ トの

幼 児 学校 を訪 問 した S ．メ イ は、教 師 が 「注 意 を 強 い る よ り

も引 き起 こ し、記憶 に 詰 め込 む よ りも思 考を 呼 び起 こ す、−

」

．
／／
’
で 言 えば精禅 と心 の ど ち らか の 特 性 の い くっ か と い う よ り

　も个 体 を 発 達 させ る こ と 1を 目指 し て い る思 え た と 語 っ た。

　4 ．お わ り に

　　“Journai 　 ol 　 Education
”

の 編 集 長

で あった W ．ラ ッ セ ル は、ボ ス トン の 公 立 初等学 校が 幼 児 学

校 の 方法 を採用す るな ら ば改 善す る で あ ろ う と説 い た e そ の

幼 児学 校 の 長所 と L．て 、  、知 識 を 感覚 を通 して 教 え る と い

　う実 物教 授が行 な わ れ て い る こ と、  幼 児 の あ らゆ る能 力の

　調和 的 な 発達 を め ざ して い る こ と、  幼 児の 臼然 な 漸 進 的 な

　発 達 に 応 じ た教 育 が 試 み．ら れ て い る こ と、  保 育に 見 られ る

　楽 しさを挙 げ た 。 また 、幼 児 学 校 の 問 題 点 と して 、レ ッ ス ン

　の ほ と ん どに 見 られ る 暗記 学 習や、幼 児 の 能 力を越 え た 知 的

　教 授、不 適 切 な 詩 や 肯楽 、絵 画 の 刷 用 な ど を 指 摘 した e こ う

　した 問題 点以 外に も、そ の 言 語 偏 颪 主 義、i5 分 刻 み の 時 間

　割 の み な らず 、遊 び や 仲 間集 団の 教 育的 意味 を十 分 に 認 め て

　い な か った と い う根本 的 な 問 題点 を 抱 え て い た。

　　な お 、本研 究 は、文部省 科 学 研 究 費 「ア メ リ カ の 保 育史 の

　研 究 一・］ 820 年 代 か ら 1930 年 代 ま で 」　（基盤 研究 C 、

　 1996 年一1998 年 ） に よ る成 果 の
．・一．esで あ る。
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